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教育目標

学力向上

令和元年度全国学力・学習状況調査の結果

堀 川 の 教 育
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衣笠　博政

■結果の概要
［国語］
◇国語の領域別では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語
文化と国語の特質に関する事項」の４領域すべてで大阪市平均及び全国平均
を上回っている。特に、「話すこと・聞くこと」「書くこと」については、全国平均
を13ポイント以上、最も差の小さい「伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項」についても、4.1ポイント上回っている。

［算数］
◇算数の領域別では、「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」の４領域すべて
で大阪市平均及び全国平均を上回っている。特に、差の大きい「量と測定」に
ついては、全国平均を11ポイント、最も差の小さい「図形」については、3.9
ポイント上回っている。

■これまでの成果と今後の課題
◇普段より授業の中に、課題に対しての自分の考えを書き、話し合いにより自分
の考えを深めたり広げたりする活動や、考えをまとめて書く活動を取り入れ
ている効果が表れている。今後もアクティブラーニングの視点から、これらの
活動を継続する。

◇子ども達にとって「楽しい学校」「楽しい行事」になるように、行事の内容を精選
し、取り組ませ方を工夫することで、達成感・成就感を味わえるようにする。

◇引き続き、互いに認めあえる集団作りを通して、自分のよいところに
気づかせることで自己肯定感を高め、自分に自信を持たせるようにする。

■結果の概要
　男子においては、長座体前屈、20ｍシャトルラン、立ち幅とびで大阪市及び
全国の平均値を上回っている。特に長座体前屈においては大きく上回っている。
女子においても、長座体前屈、20ｍシャトルラン、立ち幅とびに加え、上体起こしが
大阪市及び全国の平均値を上回っている。また体力合計点も全国より上
回っており、体力の向上がうかがえる結果である。しかし、男女ともに握力、ソフト
ボール投げは大阪市及び全国の平均値を下回っている。
■今後の課題
　児童数の増加及び運動場が狭いため、休み時間や体育の授業で十分に運動
することが難しい。そのため、場所をとらず、家庭でもできるような体つくりの
運動に力を入れ取り組んできた。特に体の柔軟性を高めるために全校でロコモ
体操に取り組み、その結果、長座体前屈は全国の平均値より大きく上回ることが
できた。また、堀川マラソンやかけあし集会などの体育的行事に積極的に参加
するよう、かけあしカードやなわとびカードを工夫している。このことにより運動
に親しみ、体力、運動能力が向上している。今後の課題としては、全学年の子ども
たちが今まで以上に体力をつけることができるよう、体つくりの運動をはじめと
して体幹を鍛えるような運動を積極的に取り入れる。また、家庭でもできる運動を
子どもたちの実態に応じて取り組ませる。今後も、子どもたちが体を動かすことの
楽しさを実感できるような実践に取り組んでいきたい。

学校運営に関する計画

【年度目標（抜粋）】
○『堀川スタンダード』や『学校安心ルール』を守って生活できるように
取り組む。いろいろな場面であいさつできる児童を育てる。
○配慮を要する児童に対するケアを行う場を整備し、専門家との連携を
図る。支援の内容について研修を行い共有する。
○いじめアンケートを確実に行い、児童の実態を正確につかみ指導する。
たてわり班活動を活発に行い、たてわり班長を中心にした活動の充実
を図る。
○学校の特色の一つとして、伝統あるマーチングを継続し、保護者・地域
住民の方々に披露する。
○校内の美化を計画的に推進し、美しい学校をつくる。
○ＩＣＴ機器の活用により、わかりやすい授業をめざす。また、児童がＩＣＴ
機器を活用する授業の指導の工夫を行う。
○蔵書の整備を積極的に進め、児童の読書量を増やす。
○校内研究教科である国語科をはじめ、様々な教科において言語活動の
充実を図り、指導方法の工夫・改善を行う。友だち同士の考えを十分
交流することで自分の考えを深め、発信できるようになることをめざす。
○全学年で英語活動モジュールタイムを実施する。
○体育科授業と各種の体育的な取り組みを通して、体力の向上を図る。
○保健指導やテレビ朝会・放送での呼びかけなど健康に関する取り組み
や指導を通して、健康を保つことへの意識を高める。
○食に関する指導やさまざまな呼びかけを通して、残さず食べることの
大切さを伝える。

【※詳細は学校ホームページをご覧ください】

標準服

沿　革

明治16年
19年
32年

昭和14年
22年
37年
48年
58年
63年

平成 元年
18年
25年
27年
28年

令和  ２年

北大組第7区小学校として創立。
堀川南小学校に幼稚園科を創設する。
南森町に移転する。
鉄筋校舎第1期工事を竣工する。
大阪市立堀川小学校と改称する。
創立90周年記念式典を挙行する。
創立100周年記念式典を挙行する。
創立110周年記念式典を挙行する。
新築校舎第1期工事（南校舎）を竣工する。
新築校舎第2期工事（中校舎）を竣工する。
児童数倍増に伴う3教室増設及び校庭整備。
創立140周年記念式典を挙行する。
新校舎（東校舎）を竣工する。
堀川幼稚園閉園に伴い、跡地を運動場として整備する。
南新校舎（６階建て）建設開始。令和４年完成予定。

　図書委員会の子どもたちが貸し出しや読み聞かせを
しています。みんな、読書の時間や本を読んでもらう時
間が大好きです。教職員と図書館補助員が連携して蔵
書点検を行い、図書が充実しています。

　タブレットを使った学習・英語活動の
様子です。子ども達は、繰り返すことで
どんどん上手になります。授業以外で
も、委員会活動の児童が、タブレットを使って取材し編集した学校の様子をテレビ
朝会で放送し、人気です。大型テレビは常時活用しており、学習をわかりやすく進
めるためにも欠かせないものになっています。

道徳心・社会性の育成

　本校の誇る６年生「マーチング」の様子です。５年生からこつこつと練習を
積み重ねて晴れの舞台で演奏します。音楽を作り上げる過程で多くのことを
学びます。そして、１～５年生があこがれのまなざしで見つめます。

健康・体力の維持増進

　狭い運動場ですがみんな元気よく遊んでいます。体幹を鍛える運動やロコモ体操など運動
能力を高める取り組みをしています。冬には、堀川マラソンに向けそれぞれが目標をもって、
運動場を走ります。

　異学年の子どもで構成する縦割り班でお店
を回り交流を深める夏のフェスティバルです。
お店は各学級の児童による手作りで、毎年
創意工夫が見られます。

http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e511001

令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

（種目別平均値）
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強 い 心 … 心身ともにたくましく、自ら考え行動する子

正しい心 … 他の人のことを真剣に考え、正しく行動する子

美しい心 … 美しいものやことに感動し、思いやる心で行動する子

堀川の1年間

 4月　入学式
　 5月　遠足
　　 6月　夏のフェスティバル
　　　 7月　プール水泳
　　　　 9月　敬愛慰安大会

10月　運動会・マーチング発表・全校オリエンテーリング
　11月　学芸会・作品展（隔年で）
　　 2月　堀川マラソン
　　　 3月　卒業式

73 75

国語 算数

平均正答率（％）


